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具体的には 2008 年 4 月から首都圏の公立学校や私立学校に教諭として採用が決定している本学
修了の教師を 4 月から 1 年間、事例研究として探索的な追跡面接等の調査をし、①何に悩み、どの
ような方法・態度・方向性等で現実に対処し、②その結果さらにどこに課題・問題があり再チャレ
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れからの課題と展望」の文章化を求め、さらに②赴任して一カ月後の４月 28 日に第 1 回面接調査
（許可を得て録音した）を実施した。また③追想的な手法による教師キャリア発達等に関するアン
ケート調査も 11 月 10 日に東北圏で実施された研修会で行った。 
現状では学校現場に密着した継続的な研究がいかに難しいか実感させられたが、この研究中断に
よって逆説的にわれわれのテーマ設定そのものの重要性（初任教員の教師キャリア発達困難性）に
気づかされることにもなった。そこでこの研究計画を再検討し 2008 年 4 月から研究を再開した。 
４）こうした経緯をふまえ、この研究ノート（その１）では本研究の意義（重要性）を再確認し、




および東北圏の教育センターで行われた悉皆の高校教員 15 年経験者研修会出席の現職教員（各 60
名強）に対するアンケート調査の分析、さらに 2008 年 4 月から関東圏の公立、私立の中学校、中
高等学校に教諭として赴任した本校修了生(2 名)を対象とした追跡面接調査の分析を行い、共同研
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 調査は「教師キャリアに関するアンケート調査」（大野精一作成）というタイトルで 2007 年 11
月 10日に東北圏で開催されたカウンセリング関連の学会に出席した現職教員等を対象に行われた。
回収されたデータ件数は全 26 件であった。質問項目は回答者の属性に関する質問（選択枝式）全 5









1. 性別 男:7 名 女:18 名 無記入:1 名 
2. 所属 幼稚園:0名 小学校:3名 中学校:7名 高等学校:12名 大学:0名 高等専門学校:0名 特別支
援学校:3 名 その他:1 名 
3. 職名 校長：0 名 教頭（副校長）:0 名 教諭:11 名 養護教諭:9 名 その他:6 名 
4. 勤務形態 常勤:17 名 期限付き採用:3 名 非常勤:3 名 その他:0 名 無記入・不明:3 名 
5. 勤務年数 5 年未満:4 名 5 年以上 15 年未満 5 名 15 年以上 17 名 平均年数：20 年 3 ヶ月 
 調査対象者の属性に関する傾向としては、(1)女性の割合が高い（全 18 名、全体の 7 割弱）、(2)
中等教育課程の割合が高い（全 19 名、全体の 7 割強）、(3)養護教諭ならびに適応施設相談員・ス





 a) 恩師からの影響 b) 教育実習での体験 c) 生徒との関わりへの希求 




















 ④就職から 1 ヶ月までの心配・課題・問題とその対処 
 質問 6-2「教職にはじめて就かれてから 1 ヶ月（あるいはその初期）に実際にどのようなご心配・
課題・問題等がありましたか」および質問 6-3「教職にはじめて就かれてから 1 ヶ月間（あるいは
その初期）の実際のご心配・課題・問題等にどのように対処されましたか」に対する回答を概観す
る。 
 質問 6-2 に対する回答から、調査対象者たちが就職後 1 ヶ月の間に感じた「心配・課題・問題等」
は以下のように大別できる。 
 a) 生徒との関係 b) 同僚・先輩教師との関係 c) 授業 d) 授業・生徒指導以外の職務遂行 
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書かれていた。 
 一方で質問 6-3、すなわちこれらの心配に対する対処については以下のように分類される。 
 a) 先輩あるいは同期の教師からの助言 b) 自助努力 c) 学校外の友人等からの助言 







 ⑤就職 1 ヶ月後から 1 年目までの心配・課題・問題とその対処 
 質問 6-4「教職にはじめて就かれてから 1 ヶ月（あるいはその初期）後から 1 年間に実際にどの
ようなご心配・課題・問題等がありましたか」および質問 6-5「教職にはじめて就かれてから 1 ヶ
月（あるいはその初期）後から 1 年間の実際のご心配・課題・問題等にどのように対処されました
か」に対する回答を概観する。 
 質問 6-4 に対する回答から、調査対象者たちが就職後 1 ヶ月の間に感じた「心配・課題・問題等」
は以下のように大別できる。 











 一方で質問 6-5、すなわちこれらの心配に対する対処については以下のように分類される。 
 a) 先輩あるいは同期の教師からの助言 b) 同僚への働きかけ c) 研修会への参加 
 d) 自助努力 e) 学校外の友人等からの助言 
 対処の仕方については多くの回答の中で a)が指摘された。また a)、d)、e)に関しての回答は質
問 6-3 で見られたものとほぼ同内容であった。 
 一方、質問 6-5 において特徴的だった回答は b)および c)である。b)は相談や助言を仰ぐのでは
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なく、自分から同僚（先輩、同期を含む）に積極的に働き掛けて問題解決への参加を促す形での対
処である。c)は学校外の研修会への参加による情報収集や自己研鑽をあげるものである。これらは





 a) 職務における余裕の無さ b) 多様化する生徒の実態への対処 c) 保護者との関係 





















 a) 一人で悩まず同僚に相談する b) 多様な人たちと交流を持つ c) 自己の目標を明確化する 
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 I. (1)先輩・同僚への漠然とした相談→(2)先輩・同僚を巻き込んだ問題解決 
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Heuristic Research on Career Development  
of Newly-Appointed Teachers (No.1) 
 
Saito, Toshinori; Tomaru, Keiko; and Ono, Seiichi 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
This research note is concerned with factors and characteristics of career development of 
newly-appointed teachers based on a collaborative research study, which uses exploratory, 
heuristic methods.  It presents the status of this ongoing research and accomplishments from 
the first half of the study.  The research questions are: What kind of “worries and concerns, as 
well as problems and challenges” do newly-appointed teachers have at the beginning of their 
career as teachers, and how do they cope with them?  This first report reflects on the 
relationships between the importance of these concerns and challenges, and training programs 
for beginning teachers through a literature review, followed by a classification of how the 
contents of “worries and concerns, as well as problems and challenges” and various coping 
strategies change along teachers’ career paths through a retrospective analysis. 
Key words: newly-appointed teachers, teachers’ careers, teachers’ concerns, skilled teachers 
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